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駕震謹書謀議謹書に入申す帆
できるかきり体を動かすことが長生きのひけつなのでし
「食事もたくさん喪否まずし、歩くのだってしっかりして

分なりに健康（こも気を配っているみないで、本当に元気ですよ。」

とは総婦長の坂井さんの害菜。
これからも身体を大事にもうともつと長生きしてくだ害い。

広中新　　造千別松尾
賀代　　ノ

渡央町　　川丸府本崎

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て
ね

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

8
月
如
日
現
在
で
、
町
内
の
0
0
賎
以
上
の
人
は
6
7
人

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

（敬称略）

砦
　
松
　
　
三
嶋
タ
マ
ノ
　
池
田
ヒ
サ
ヨ

鬼
　
津
　
　
泰
サ
ヨ
　
入
江
喜
郎
　
入
江
チ
ヨ

泰
ミ
フ
ジ
　
山
田
キ
ワ

庭
園
マ
ツ
　
用
澤
義
光
　
油
滴
順
一

白
石
フ
ジ
エ
　
柴
田
ヨ
シ
ノ

和
田
キ
ク
　
江
藤
乙
女
　
花
田
マ
ツ
エ

永
田
伊
男

泉
原
ア
キ
　
森
下
喜
三
郎
　
織
田
タ
メ
ノ

和
地
ツ
ヨ
　
時
松
イ
サ
ヲ
　
谷
口
友
子

申
開
保
子

中
内
フ
サ
子
　
田
中
房
吉

大
谷
高
　
未
森
貴
美
子
　
柴
田
ト
ヨ

木
　
守

上
別
府

東
和
苑

浅
　
木

虫
生
津

静
光
園

遠
賀
園

町
内
最
高
齢
者
泉
原
ア
キ
さ
ん
（
鮒
歳
）
明
治
2
6
年
1
2
月
1
5
日
生
ま
れ

柴
田
盛
彦

原
田
ヤ
チ
ヨ

高
崎
ユ
タ
カ

中
村
繁
雄

小
川
恵
壮

山
中
繁
吉

石
松
ト
キ
エ

河
村
ツ
ル

谷
口
ナ
オ

小
田
ミ
サ
ヲ

吉
野
ス
ナ
ヲ

中
村
シ
ケ
ル

谷
川
伊
佐
野

茂
岡
ト
ヨ
カ

堀
川
キ
ク
ノ

佐
々
木
ミ
サ

柴
田
シ
ズ
　
用
神
ヤ
エ
ノ

磯
郵
瀧
子
　
芳
村
モ
ト

伊
地
知
シ
ヅ
エ
　
前
原
チ
ッ

石
松
覚
郎
　
水
上
シ
ズ
ヨ

石
松
ナ
ヲ
エ

有
吉
歌
子
　
柳
井
輿
壮

上
野
熊
野
　
吉
野
ユ
キ

遠
藤
タ
ケ
ノ
　
武
田
末
吉

浦
ソ
モ
　
河
時
ヤ
ス

小
西
ツ
ミ
　
梶
原
ヨ
シ

柴
田
諸
平
　
森
川
ユ
ク

中
村
テ
ル
　
佐
々
木
マ
ツ
エ
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2
2
日
の
盆
踊
り
大
会
、
2
3

－
二
パ
ル
と
も
会
場
は
た

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

あり、

午
後
7
時
、
遠
賀
太
鼓
に
よ
る
触
れ

太
鼓
の
響
き
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
か
の

よ
う
に
人
が
集
ま
り
は
じ
め
、
い
よ
い

よ
盆
踊
り
大
会
の
閥
務
で
す
。

盆
踊
り
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
輪

に
な
っ
て
地
区
ご
と
に
揃
い
の
浴
衣
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
色
鮮
や
か
な
浴
衣
を
身

に
ま
と
い
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

隣
近
所
の
市
町
か
ら
も

大
会
に
参
加
。

花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た

こ
存
じ
遠
賀
太
鼓
に
加
え
、
お
隣
の

水
巻
町
、
中
間
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
砧

は
や
し
」
　
「
堀
川
流
れ
太
鼓
」
が
参
加

し
勇
壮
な
太
鼓
の
音
が
会
場
に
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

盆
踊
り
の
最
後
を
か
ざ
る
花
火
は
、

約
千
五
百
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
「
さ
れ

い
ね
」
　
「
こ
れ
だ
け
の
花
火
が
見
ら
れ

ろ
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
ま
で
見
に
行
か

な
く
て
も
い
い
ね
」
な
ど
の
声
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

南
部
地
区
、
北
部
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
の
木
守
、
広
渡
に
よ
る
踊
り
「
思

案
橋
」
で
は
、
両
地
区
と
も
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
ピ
ッ
ク
リ
息
の
合
っ
た
踊

り
で
発
紺
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
場
中
央
の
舞
台
で
は
、
八
幡
西
区

か
ら
参
加
の
約
豹
人
の
皆
さ
ん
が
福
岡

県
民
俗
無
形
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
踊

り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。



◆レガ・yタ部門

地区対抗（男子）

1位　松ノ本　2位　今古賀　3位　島∴沖

4位　尾　崎　5位　浅　木　6位　薯　松

地区対抗（女子）

1位　尾崎A　2位　尾崎B　3位　上別府

4位　老　良　5位　松ノ木　6位　遠賀川

オープン

1位　遠賀町役場A　2位　遠賀郡消防本部

3位　島津丸山ぢ　4位　松ノ本プロゼクト

5位　緑光苑B　6位　中央区

◆アイディア・イカダ部門

1位　セーフティおりお耳　2位キャプテンクック

とピーターパン号　3位　がんばった日本

4位　カルガモの家族　5位　サザエさん

6位　ハリウッドスターln遠賀
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2
3
日
午
前
8
時
5
0
分
か
ら
遠
賀
川
漕

艇
場
特
設
会
場
で
水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
レ
ガ
ッ
タ
競
技
で
は
、
昨

年
以
上
の
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ

れ
、
ぐ
ず
つ
い
て
い
た
天
気
も
こ
の
熱

気
と
大
き
な
応
援
の
声
に
お
さ
れ
た
の

か
次
第
に
回
復
し
、
本
来
の
夏
空
を
と

り
も
ど
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
空
の
も
と

午
後
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
イ
カ
ダ
競
技

で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
カ
ダ
如
艇

が
水
面
を
に
ぎ
わ
し
、
夏
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
り
ま
し
た
。

カ
ー
ニ
バ
ル
を
影
で
支
え
て
く
れ
ま
し
た
…
‥
。

「
冷
し
ぜ
ん
ざ
い
・
ト
コ
ロ
子
、
／
」

と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
ね

大
会
本
部
近
く
の
2
つ
の
テ
ン
ト
で

は
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
冷
し
ぜ
ん
ざ

い
・
ト
コ
ロ
テ
ン
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
「
ど
う
ぞ
食
べ
て

く
だ
さ
い
」
と
テ
ン
ト
の
車
か
ら
大
き

な
声
！
な
か
な
か
の
評
判
で
し
た
。

「
高
校
漕
艇
都
の
み
な
さ
ん
も

一
役
か
つ
て
く
れ
ま
し
た
。
」

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
レ
ガ
ッ
タ
部
門

の
進
行
は
、
漕
艇
知
識
の
あ
る
人
の
力

が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
遠
賀
高
校
、
東
筑
高
校
、
八

幡
工
業
高
校
の
漕
艇
部
の
み
な
さ
ん
が

随
所
で
活
躍
し
、
大
会
を
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
ー
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盟璧駁重義露盤 
福岡県大会優勝旗を手に九州大会出場

露轡島竪豊鶉きず

浅
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

九
州
大
会
で
大
健
闘
ク

無
念
！
2
回
戦
に
強
豪
の
壁

浅
木
小
学
校
の
女
子
生
徒
で
櫛
成
さ

れ
た
浅
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
7
月
2
5
日
（
土
）
飾
日
（
日
）

に
熊
本
県
本
渡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
1
0

回
九
州
小
学
生
女
子
選
手
権
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

l
回
戦
は
、
熊
本
代
表
チ
ー
ム
に
打

撃
戦
の
未
1
4
対
調
の
ス
コ
ア
で
勝
っ
た

も
の
の
、
2
回
戦
の
壁

は
厚
く
優
勝
し
た
宮
崎

代
表
チ
ー
ム
に
敗
れ
、

全
国
大
会
出
場
の
夢
は

果
た
せ
ま
せ
ん
で
し

来
年
は
頂
点
に
立
ち

た
い
の
で
す
か
…
・
・

総
監
督
の
菊
池
淳
二

さ
ん
（
東
和
苑
）
の
話

で
は
、
来
年
は
全
国
大

会
出
場
が
目
標
。
し
か

し
、
6
年
生
が
卒
業
し

て
し
ま
う
と
残
り
の
メ

ン
バ
ー
は
現
4
年
生
の

5
人
だ
け
に
な
る
た

め
、
県
大
会
出
場
も
危

う
い
と
の
こ
と
。

監
督
の
斉
藤
良
一
さ
ん
（
芙
蓉
）
は

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
女
の
子
が
い
た
ら
一
度
練
習
を
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
新
チ
ー
ム
で
全

国
大
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
聞
紙
上
も
に
ぎ
わ
す
大
活
躍
′

島
門
ジ
ニ
ラ
健
闘
ペ
ス
ト
部
に
〃

8
月
Ⅱ
日
（
火
）
か
ら
東
京
体
育
館

な
ど
で
5
会
場
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
島
門
ジ

ュ
ニ
ア
が
大
健
闘
し
見
事
ベ
ス
ト
1
6
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。
試
合
結
果
は
、

連
日
新
聞
で
報
じ
ら
れ
、
各
家
庭
で
も

お
茶
の
間
は
こ
の
話
魅
で
持
ち
き
り
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
8
月
2
5
日
（
火
）

に
全
国
大
会
の
結
果
報
告
の
た
め
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

「
来
年
も
監
督
を
東
京
（
全
国
大
会
）

に
連
れ
て
い
っ
て
あ
げ
ま
す
か
9
」
と

町
長
が
来
年
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
聞
く

と
、
彼
女
た
ち
は
一
斉
に
「
わ
か
ら
な

ー
い
」
と
返
事
。
6
年
生
の
先
鞭
か
ら

「
だ
め
よ
、
連
れ
て
い
っ
て
あ
げ
な
い

と
。
だ
っ
て
私
た
ち
も
応
援
に
行
っ
て

東
京
で
遊
ぶ
ん
だ
か
ら
」
と
の
声
。
そ

の
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

8
月
1
3
日
、
1
4
日
の
読
売
新
聞
よ
り
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秋のサークル会員大募集！

広報おんかでは、10月10日号で

秋のサークル会員募集の構築を予

定しています。掲載を希望される

サークルは、次の内容をご記入に

なり、役場企画練企画調整係まで

お申し込みください。

申込締切　9日25日除目必着

漢内容漢
●サークルの名称

●簡単な紹介文（紙面の都合で全文掲載

できないことがあります）
●練習日と時間

●練習場所

●募集対象

●費用（会費は月会費か年会費か、入会

金の要不要、その他の経費など）
●申込先（氏名、住所、電話番号など）

●活躍中の写真（なくても可、紙面の菰

合で掲載できないことがあります）
●その他（特にあれば）

○問い合わせ＝企画課企画調整係
℡（293）1234へ

皆さんの声、

作品を募集します。
広報おんがでは、皆さんからの声や

作品（絵・写真・欝・川柳・イラスト
・4コママンガなど）を募集していま

す。作品をどしどしお寄せください。

＞あて先こ今古賀513　遠賀町役場企

画調整係「広報おんが」

姉
弟
で
国
体
九
州
ブ
ぢ
ク
大
会
（
柔
道
出
場

老
良
の
高
崎
姉
弟

8
月
2
3
日
（
日
）
大
分
県
で
国
体
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
、
柔
道
の

種
目
に
は
老
良
の
高
崎
千
草
さ
ん
（
福

岡
大
2
年
）
と
新
一
さ
ん
（
福
岡
工
業

大
付
属
高
3
年
）
の
姉
弟
が
県
の
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
新
一
さ
ん
は

見
事
に
山
形
国
体
へ
の
出
場
を
決
め
た

も
の
の
、
千
草
さ
ん
は
健
闘
む
な
し
く

残
念
な
が
ら
九
州
代
表
の
2
チ
ー
ム
に

は
残
れ
ず
夢
の
姉
弟
国
体
出
場
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
2
人
と
も

実
力
は
十
分
あ
り
ま
す
。
来
年
は
、
き

っ
と
姉
弟
国
体
出
湯
の
ニ
ュ
ー
ス
で
町

を
熱
く
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
ク
ラ
ブ
の
鏡
で
す
よ
」

と
喜
び
の
声

2
人
が
所
属
し
て
い
た
遠
賀
町
青
少

年
柔
道
ク
ラ
ブ
の
鈴
木
尚
基
部
長
（
旧

停
）
は
「
部
員
た
ち
に
、
お
姉
ち
ゃ

ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
強
く
な
れ

よ
と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。
2
人
の

今
回
の
活
躍
は
、
他
の
部
員
た
ち
の
励

み
に
な
り
ま
す
。
」
と
姉
弟
の
大
活
躍

を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

浅
木
の
夏
祭
り
も
…
・
・
す
ご
い
ぞ
／

夜
店
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
に
ぎ
わ
い

8
月
1
4
日
（
金
）
浅
木

区
で
夏
祭
り
（
盆
踊
り
大

会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
地
区
で
も
こ
の
時

期
い
ろ
い
ろ
な
趣
向
を
こ

ら
し
た
盆
踊
り
大
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
浅
木

区
は
釦
名
の
青
年
団
「
D

o
　
悠
」
中
心
と
な
っ
て

こ
の
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。
苦
な
つ
か
し

い
夜
店
を
1
2
店
舗
も
出

し
、
金
魚
す
く
い
な
ら
ぬ

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な

ど
ア
イ
デ
ィ
ア
一
杯
の
夜

店
は
子
供
た
ち
の
笑
顔
、

歓
声
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

した。

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
利
幸
選

老
駕
や
峠
に
憩
ふ
車
椅
子
小
野
多
恵
子

さ
ゆ
ら
ぎ
は
屋
根
の
向
う
の
今
年
竹

川
上
　
久
夫

面
を
打
つ
木
屑
散
ら
し
て
胃
薬
風

三
村
　
妙
子

こ
わ
も
て
の
能
面
梅
雨
の
冷
ゆ
る
か
な

老
松
　
立
美

鋸
草
咲
け
り
能
面
丁
と
打
つ玉
野
　
信
彦

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
読
章
）

河
申
靖
喜
連

キ
ャ
ン
プ
地
の
浅
さ
ね
む
り
に

目
覚
め
い
て
草
原
の
露
ぬ
れ
て
清
し
き

田
中
　
定
信

抗
え
ず
風
に
揺
れ
い
る
コ
ス
モ
ス
は

我
が
生
き
様
に
似
る
か
と
思
う
伊
藤
ア
キ
コ

罪
犯
す
思
い
に
く
ぶ
る
生
木
々
が

時
に
悲
鳴
を
あ
ぐ
が
に
聞
こ
ゆ
中
野
ス
エ
ノ

自
費
は
睦
み
合
う
が
に
捕
植
す
る

姐
の
そ
ば
を
し
き
り
に
行
き
交
う

大
場
と
し
み

ク
ラ
ス
会
古
希
と
い
え
る
に
し
な
や
か

に
友
は
ワ
ル
ツ
を
軽
く
踊
れ
り
藤
沢
　
国
子
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瀬棚逼墓相蓋1奪略力ください

慰．∵、

1

ら

宙
窮
。
国
麿

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
学
生
真
築

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
可
能
に
す

る
情
報
処
理
技
術
と
個
牲
豊
か
な
教
育

を
モ
ッ
ト
ー
に
産
・
学
・
宮
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

●
学
科
及
び
定
員
＝
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

情
報
シ
ス
テ
ム
科
　
各
5
0
人

●
対
　
象
＝
高
等
学
校
卒
業
（
来
年
3

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
同
等

以
上
の
学
力
の
あ
る
人
、
及
び
企
業
留

学
生
●
選
考
日
＝
平
成
4
年
／
1
0
月
鮪
日
・

Ⅱ
月
約
日
・
1
2
月
2
5
日
　
平
成
5
年
／

1
月
鉛
白
・
2
月
5
日
・
2
月
節
目
・

3
月
1
0
日
・
3
月
0
0
日
の
8
回

●
問
い
合
わ
せ
＝
直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
カ
レ
ッ
ジ
（
直
方
市
植
木
）

℡

0

9

4

9

2

（

3

）

0

2

0

0

総
務
庁
統
計
局
で
は
、
m
月
1
日
現

在
で
、
就
業
構
造
蕃
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
民
の
皆
さ

ん
の
就
業
・
不
就
業
な
ど
の
実
態
を

把
握
し
て
、
雇
用
対
策
な
ど
の
行
政

の
基
礎
資
料
と
な
る
統
計
を
作
る
た

め
に
全
国
的
規
模
で
行
わ
れ
る
も
の

です。調
査
の
た
め
に
遠
賀
町
で
は
、
約

0
0
世
帯
が
統
計
的
な
手
法
に
よ
っ
て

選
ば
れ
ま
す
。
選
ば
れ
た
世
帯
に
は

県
畑
野
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

9
月
下
旬
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
福
岡
県
企

画
振
興
部
県
民
生
活
局
女
性
政
策
課
℡

0

9

2

（

6

4

1

）

4

7

3

7

ト
ー
ク
イ
ン
福
岡
・
女
と
勇

男
女
共
生
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

●
と
　
き
＝
9
月
糊
口
（
土
）
午
後
1

時
～
4
時
（
開
場
午
後
0
時
1
5
分
）

●
と
こ
ろ
＝
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
薬
院
4
丁
目
）

●
入
場
料
＝
無
料

●
申
込
み
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
超
話
番
号
を
明
記
の
う
え
申
込
み

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
〒
網
福
岡

教
義
文
化
調
座
で
「
箱
崎
」

の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か

博
多
湾
に
画
し
た
箱
崎
の
地
は
対
外

交
易
の
要
地
と
し
て
古
く
か
ら
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
箱
崎
を
舞
台

に
展
開
さ
れ
た
歴
史
の
諸
相
を
学
び
ま

す。●
会
　
場
＝
福
岡
県
立
図
書
館

●
潮
　
目
＝
9
月
1
2
日
（
土
）
・
9
月

1
9
日
（
土
）
・
1
0
月
3
日
（
土
）
・
同

月
1
7
日
（
土
）
の
4
回

●
時
　
間
＝
毎
回
午
後
1
時
0
0
分
か
ら

4
時
ま
で

●
受
繍
科
目
無
料

●
募
集
対
象
・
人
員
＝
県
内
在
住
の
一

般
成
人
　
先
着
1
5
0
人

●
申
込
み
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
て
申
込
み

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
8
1
2
福
岡
帝
京
区
箱
崎
1
丁
目
4
1
番
1
2

号
　
県
立
図
番
館
　
普
及
課

℡

0

9

2

（

6

4

1

）

1

1

2

3

わ
が
国
最
大
の
ア
マ
チ
ュ
ア
基
衡
照

第
2
0
回
ポ
ザ
ー
ル
電
作
品
着
筆

●
会
　
場
＝
東
京
都
美
術
館

●
会
　
期
＝
日
月
筋
目
～
1
2
月
l
日

●
搬
　
入
＝
1
0
月
1
0
日
～
1
7
日

●
部
　
門
＝
油
絵
・
水
彩
・
日
本
画
・

墨
絵
他

●
応
薦
資
格
＝
プ
ロ
で
な
い
人

●
問
い
合
わ
せ
・
出
品
要
項
（
百
円
切

手
同
封
）
＝
〒
1
0
0
東
京
都
新
宿
区
新
宿

2
－
5
－
1
5

サ
ロ
ン
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
展
係

℡

0

3

（

3

3

5

4

）

2

0

6

8

一
一
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

〝
悪
質
点
検
業
者
に
気
を
付
け
て
〟

ホ
テ
ル
や
病
院
及
び
工
場
な
ど
の
事

業
所
で
は
消
防
法
に
よ
り
消
防
用
設
備

な
ど
の
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す。
最
近
こ
の
法
律
を
逆
手
に
と
っ
て
消

火
器
の
悪
質
点
検
業
者
が
出
現
し
て
い

ます。手
口
と
し
て
は
、
各
事
業
所
に
お
い

て
言
葉
た
く
み
に
女
子
職
貝
や
係
員
に

密
前
に
契
約
印
を
も
ら
い
他
社
よ
り
も

高
い
料
金
で
点
検
を
行
う
と
い
う
も
の

です。事
業
所
で
は
、
一
般
家
庭
と
違
っ
て

職
員
が
点
検
料
を
払
う
こ
と
が
な
い
の

で
（
現
金
支
払
い
で
は
な
く
蔚
後
金
融

機
関
振
込
）
業
者
の
提
示
し
た
金
額
を

そ
の
ま
ま
信
じ
て
契
約
し
て
し
ま
う
と

い
う
訳
で
す
。
い
ざ
支
払
い
時
期
に
な

っ
て
初
め
て
金
額
の
高
さ
に
気
付
き
ま

す
が
手
遅
れ
な
の
で
す
。

従
来
の
各
家
庭
を
対
象
に
し
た
悪
質

訪
問
販
売
と
遭
う
新
し
い
手
口
、
こ
の

よ
う
な
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

讐
内
火
災
・
救
急
件
数

（
7
月
1
日
－
7
月
針
目
）



鞍台風シーズンを緋、九腕力より勅勘I！
二三之一旦、－♀♀ 台風のシーズンを迎えております。昨年9月27日襲来し

た台風19号は当社に最大規模の設備被害が発生し、多く

のお客さまには長時間の停電で大変なご迷惑をおかけし

ました。

設備被害の調査結果その約4割が飛来物（屋根瓦、ト

タン、甲板、ビニール、街路樹など）によるものと判明

しました。

台風シーズンを前に自宅の周り、屋根、看板、ビニー

ルハウス、庭木等の点検・補強を行い災害に備えましょ

う。

切れた電線は危険です、九州電力へご連絡ください。！

八幡西区折尾四丁目　九州電力折尾営業所

℡691－3831

設備被害の原因別状況

‾ヽ

短
歌
作
品
募
集

平
成
5
年
3
月
1
3
日
（
土
）
に
飯
塚

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
西
瀬
声
短
歌

交
流
大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
　
品
＝
未
発
表
作
品
2
首
ま
で

（
う
ち
l
首
は
題
詠
「
海
」
な
る
べ
く

瀬
戸
内
を
連
想
す
る
も
の
）

●
応
募
期
間
＝
9
月
1
日
（
火
）
か
ら

n
月
1
0
日
（
火
）
　
〔
必
着
〕

●
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
役
場
社
会

教
育
課
に
あ
り
ま
す
）
に
記
載
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
〒
8
1
2
福
岡

市
博
多
区
東
公
図
7
の
7

福
岡
県
教
育
庁
文
化
課
内
「
西
瀬
戸
内

短
歌
交
流
会
」
係
へ

℡

0

9

2

（

6

2

2

）

0

0

0

3

㊨
馳
㊧
芭

日
中
国
交
正
寓
化

2
0
周
年
記
念
講
演
会

●
と
　
き
＝
1
0
月
4
日
（
臼
）
牛
後
1

時
0
0
分
～
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
＝
北
九
州
国
際
会
議
場
メ
イ

ン
ホ
ー
ル

●
講
演
者
＝
中
江
要
介
（
元
・
駐
中
国

大使）
●
テ
ー
マ
＝
「
麗
々
た
る
一
衣
帯
水
」

日
中
国
交
正
常
化
2
0
周
年
を
迎
え
で

し
ょ
言
．
∴
●
↑
さ
ゆ
う

●
併
　
催
＝
中
国
楽
器
「
埜
・
胡
弓
」

の
演
奏

●
参
加
淘
I
I
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
企

画
振
興
部
国
際
交
流
課
企
画
交
流
係

℡

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

※
革
前
に
参
加
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い。

中
国
と
の
経
済
・
文
化
交
流

に
闇
す
る
相
談
を
受
け
ま
す

北
九
州
中
国
相
談
事
務
所
で
は
、
中

国
駐
福
岡
総
領
事
館
の
領
事
が
、
中
国

と
の
経
済
文
化
交
流
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
無
料
。
予
約
制
。

●
相
談
日
＝
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

（
祝
日
は
休
み
）
の
午
後
2
時
～
4
時

●
申
込
み
＝
い
ず
れ
も
事
前
に
電
話
で

ど
う
ぞ
。

▼
文
化
関
係
　
北
九
州
市
企
画
課
交
流

課
℡
（
5
8
2
）
2
1
6
3

▼
経
済
関
係
　
北
九
州
商
工
会
議
所

℡

（

5

3

1

）

4

9

3

6

ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
ご
主
人
さ
ま
を

探
し
て
い
ま
す
。

お
盆
前
ご
ろ
か
ら
中
央
区
の
広
陵
小

学
校
近
く
に
、
迷
い
犬
が
現
れ
、
近
所

の
人
が
、
飼
い
主
を
捜
し
て
い
ま
す
。

●
犬
の
特
徴
＝
赤
い
首
輪
を
つ
け
た
、

雌
の
柴
犬
の
雑
種
で
、
色
は
薄
茶
色
。

●
心
あ
た
り
の
人
は
、
中
央
区
の
天
野

さ
ん
℡
（
2
9
3
）
3
9
4
1
か
役
場

保
健
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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申年のテ「互

安全運航のための
基本lレーlレの膿守

毎年・日本周辺の海でプレジャーボートを合す約2．000

隻の鳩が海難に遭っており、これに伴い多くの人が死亡．

行方不明となっています。

このような海難の約7割は見張り不十分、操雛の不適切、

観象・海象の不注意といった人為的墓園によるもので皆

さんの心掛けで未然に防ぐことができる海難なのです。

全国海難防止鶴間運動を機会に、皆さん一人一人が何を

すれば海難を防止できるかについて考えてみきしょお

渇雑を防ぐために次の基本ルールを
守りましょう。
1無理のない航海計画を立てること。

2　気象・海象に注意すること。

3　出航前には、船体、機関を点検すること。

4　定員を守ること。

5荷物の積みすぎに注意すること。

6適切な見張りを行うこと。

7　常に自船の位証を確認しながら航行すること。

8航法やマナーを守ること。

9　救命用衣を着用すること。

10いざという時のために連銭体制を決めておくこと。

お
済
で
し
ょ
う
か
、
慰
労
品
の
ご
講
求

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
戦
後
．
旧
ソ
連
邦
ま
た

は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
た
人
、
ま

た
は
、
そ
の
こ
遺
族
に
内
態
総
理
大
臣
名
の
慰
労
品
（
書
状

銀
杯
）
　
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
々
の

う
ち
年
金
恩
給
や
公
務
員
の
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

い
な
い
人
に
は
、
慰
労
金
　
（
川
万
円
）
　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詣
求
期
限
は
平
成
5
年
3
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

請
求
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
憲
蒜
琶

業
務
第
二
諜
　
℡
0
3
－
3
9
4
5
i
4
7
0
3
・
4
7
0
7

〒
持
戒
東
部
文
京
区
大
館
5
－
3
－
1
3

◎
鵡
求
書
類
は
　
復
唱
褐
社
係
に
も
這
い
て
い
ま
す
。

「
訓
“
山
相
談

●
と
　
き
＝
9
月
詑
日
（
火
）

午
前
9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
＝
V
甲
央
公
民
館
　
和
室

●
対
　
象
＝
生
後
7
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
　
容
＝
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

指
導
●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
I
～
無
料

「
日
計
半
検
診

●
と
　
き
＝
9
月
1
7
日
（
木
）

受
付
／
午
後
1
時
1
0
分
～
2
時

検
診
／
午
後
1
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

●
対
　
象
＝
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か

月
児

（
平
成
3
年
1
月
～
3
月
生
ま
れ
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

検
診
表

●
内
　
容
＝
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

●
料
　
金
＝
無
料

鵜
割
引
に
ご
筆
だ
引
i

●
と
き
I
－
9
月
1
7
日
（
木
）

午
前
9
時
5
0
分
～
午
後
4
時
（
午
後
0

時
～
1
時
ま
で
休
憩
）

●
と
こ
ろ
＝
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
＝
①
2
．
0
0
訪

②
4
0
0
諦
⑧
成
分
献
血

午
前
9
時
Ⅱ
時
／
午
後
1
時
～
3
時

●
9
月
2
5
日
（
金
）
東
和
苑
公
民
館

午
前
9
時
～
日
時

●
9
月
2
9
日
（
火
）
中
央
公
民
館
（
役

場横）
午
前
9
時
～
日
時
午
後
1
時
～
3
時

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う
／

「
精
神
障
害
者
家
族
の
集
い
」

総
合
検
診
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
／

ま
だ
ま
だ
受
け
ら
れ
ま
す

●
と
　
き
＝
9
月
務
日
（
金
）

午
後
1
後
5
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
I
－
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉

田
）
℡
（
2
0
1
）
4
1
6
1

●
掠
∴
濡
＝
福
岡
県
精
神
保
健
セ
ン
タ

ー
精
神
科
医
　
中
川
慣
一
郎
さ
ん
に
よ

る
「
精
神
障
害
者
へ
の
接
し
方
」

検
診
結
果
は
、
診
断
後
約
1
か
月
で

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
結
果
通
知
は
、
精
密
検
査
を
受
け
る

必
要
の
あ
る
人
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

●
9
月
1
6
日
（
水
）
老
良
公
民
館

午
前
9
時
～
日
時

●
9
月
2
1
日
（
月
）
浜
本
公
民
館

午
前
9
時
～
n
時
／
午
後
1
後
～
3
時

●
9
月
2
4
日
（
木
）
東
和
苑
公
民
館
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が
ん
が
、
死
亡
原
因
の
l
位
に
な
っ

て
1
2
年
　
－
　
国
内
の
死
亡
者
の
ほ
ほ
4

人
に
l
人
は
、
が
ん
が
原
因
で
す
。
平

成
3
年
に
は
、
全
国
で
詑
万
3
千
6
0

4
人
が
、
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
5
0
～
0
0
哉
前
半
の

．
が
ん
に
よ
る
犠
牲
者
，
は
、
約
7
万

8
千
人
で
、
死
亡
者
全
体
の
約
線
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

0
0
歳
か
ら
亀
に
増
え
姶
め
る
胃
が
ん

が
ん
の
な
か
で
も
、
男
女
と
も
最
も

多
い
が
ん
は
、
冒
が
ん
で
す
。
男
性
で

は
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
の

鎗
％
女
性
で
は
約
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
男
女
と
も
、
伽
叢
に
な
る
と
胃
が

ん
が
急
に
増
え
ま
す
。
こ
の
年
齢
に
な

っ
た
ら
、
年
1
回
は
定
期
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

腑
が
ん
も
男
女
と
も
増
え
、
胃
が
ん

に
次
い
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙

や
大
気
汚
染
が
原
因
と
み
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
も
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
腸
が
ん
や
乳
が
ん
も

食
生
活
の
洋
風
化
な
ど
が
原
因
で
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
女
性
の
場
合
、
集

団
検
診
の
普
及
で
着
実
に
子
宮
が
ん
が

減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
5
0
～
0
0
歳

ご
ろ
か
ら
子
宮
が
ん
に
か
か
る
率
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●1－－－　　　－食
生
活
な
ど
の
改
善
が

予
防
に
つ
な
が
る

で
は
、
具
体
的
に
、
が
ん
に
よ
る
死

亡
を
防
ぐ
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
気

を
付
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

が
ん
の
発
生
に
食
事
や
運
動
、
喫
煙

な
ど
の
生
活
習
慣
が
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
、
多
く
の
研
究
・
調
査
か

ら
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
で

は
、
食
事
は
材
料
の
種
類
を
豊
富
に
、

塩
分
・
脂
肪
は
控
え
め
に
、
緑
黄
色
野

菜
を
十
分
に
、
溝
は
飲
み
す
ぎ
な
い
よ

う
に
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
P
R
を
し
て

●
き
ま
し
た
。

が
ん
の
発
生
原
因
に
「
こ
れ
」
と
い

う
決
定
的
な
も
の
が
な
く
、
発
見
が
遅

れ
れ
ば
完
全
と
い
う
治
療
方
法
が
な
い

現
在
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
生
活
の

改
善
を
心
が
け
る
こ
と
で
、
予
防
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

積
極
的
に
榛
診
を
受
け
よ
う

レ
ン
ト
ゲ
ン
や
内
観
鏡
な
ど
の
検
診

技
術
の
進
歩
で
、
い
ろ
い
ろ
な
が
ん
が

早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ま
た
、
早
期
に
発
見
で
き
た
な
ら
、
が

ん
は
、
直
ち
に
死
を
意
味
す
る
病
気
で

は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
人
一
人
が
進
ん
で
検
診

を
受
け
な
け
れ
ば
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
積
極
的
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

9
月
は
、
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
で
す
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
予
防
の
知

識
と
ま
め
な
検
診
　
こ
れ
が
わ
が
家
の

が
ん
対
策
」
で
す
。

「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
を
制
圧
で
は
な

く
征
圧
と
し
て
い
る
の
は
、
が
ん
を
な

ん
と
し
て
も
征
伐
し
だ
い
と
い
う
決
憲

を
表
明
す
る
た
め
で
す
。
昭
和
弱
年
の

第
1
回
以
来
、
こ
の
文
字
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
の

催
し
と
し
て
．
が
ん
予
防
命
の
集
い
を

開
催
し
ま
す
。
　
－
　
が
ん
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
が
ん
ゼ
ロ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
実
残
し
ま
し
ょ
う
ー
‥
1
－

●
と
　
き
＝
9
月
2
1
日
（
月
）
午
後
0

時
～
3
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
I
－
水
巻
町
中
央
公
民
館
（
水

巻
町
役
場
蔭
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
午
後
0
時
～
1
時

受
付
（
試
食
、
展
示
、
栄
養
相
談
）

午
後
1
時
　
開
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
「
堀
川
流
れ
太
鼓
」

講
演
「
が
ん
を
防
ぎ
、
が
ん
と
闘
う
た

め
に
」
講
師
医
学
博
士
　
塚
越
茂
先
生

●
向
い
合
わ
せ
＝
遠
賀
保
健
所
保
健
予

防
課
℡
（
2
0
1
）
4
1
6
1

学
生
の
み
な
さ
ん
′

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
す
み
ま
し
た
が

（
問
い
合
わ
せ
は
国
保
年
金
係
へ
）

平
成
3
年
4
月
か
ら
約
歳
以
上
の
学

生
は
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
く

で
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
骸
当
す

る
人
は
、
忘
れ
ず
に
加
入
の
届
け
出
を

行
い
、
将
来
の
年
金
権
を
確
保
し
ま
し

ょ，つ。
ポ
イ
ン
ト
1

学
生
も
年
金
が
守
り
ま
す

っ
て
家
族
が
手
続
き
で
き
ま
す
の
で
、

連
絡
し
て
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
3

保
険
料
額
と
保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
は
、
月
額
9
千
7
0
0
円
で

す
。
納
付
方
法
は
、
市
区
町
村
か
ら
送

平
成
3
年
3
月
ま
で
は
、

如
歳
以
上
の
学
生
は
任
意

加
入
で
し
た
が
、
そ
の
た

め
、
障
害
者
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎

年
金
や
、
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

人
が
多
い
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
平

成
3
年
4
月
か
ら
約
歳
以

上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
全
員
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
親
元
か
ら
離
れ
下
宿
し
て
い

る
場
合
な
ど
で
住
民
票
を
居
住
地
に
移

し
て
い
な
い
と
さ
は
、
あ
な
た
に
代
わ

付
さ
れ
る
納
付
書
で
最
寄

り
の
指
定
金
融
機
関
で
納

め
る
方
法
よ
り
も
、
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口
座

振
替
を
利
用
す
る
か
細
付

組
織
に
加
入
し
て
確
実
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
4

保
険
料
の
支
払
い
が

日
経
な
人
は

経
済
的
な
理
由
か
ら
保
険
料
を
支
払
う

こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す。
学
生
の
免
除
基
準
は
、
一
般
の
免
除

基
準
に
比
較
す
る
と
、
親
元
世
帯
の
負

担
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
緩
や
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

免
除
の
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
早

め
に
国
保
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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遠
賀
中
学
校
の
『
さ
わ
や
か
』
ス
ポ
ー
ツ
少
年
・
少
女

九
州
M
 
l
沖
　
田
武

全
国
大
会
出
場
井
上
優

志
バ
（
陸
上
部
・
三
段
跳
び
）

子
店
（
水
泳
部
・
仰
・
2
0
0
m
平
泳
ぎ
）

遠
賀
中
学
校
（
常
定
浦
宿
校
長
）
の

運
動
部
が
今
年
は
、
大
健
闘
し
7
種
目

で
県
大
会
出
場
を
果
た
し
、
中
で
も
陸

上
部
の
沖
田
武
志
君
（
3
年
）
は
、
3

段
飛
び
の
福
岡
県
中
学
記
録
を
沈
年
振

り
に
更
新
す
る
1
3
m
針
の
（
そ
れ
ま
で

の
記
録
は
1
3
m
5
0
肋
）
の
記
録
で
県
大

会
優
勝
。
九
州
大
会
で
も
こ
の
記
録
に

は
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
見
事
に

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
1
3
m
銀

鉱
は
今
年
度
の
全
国
中
学
第
2
位
の
記

録
で
も
あ
り
、
顧
問
の
山
崎
宏
美
先
生

の
顔
も
は
こ
ろ
び
っ
ぱ
な
し
。
し
か
し

当
の
本
人
は
、
好
記
録
に
満
足
し
て
は

い
る
も
の
の
「
3
段
跳

び
は
全
国
大
会
の
種
目

に
な
い
し
、
3
年
生
な

の
で
一
応
こ
れ
で
部
活

は
終
わ
り
で
す
。
」
と

す
こ
し
残
念
そ
う
。
将

来
の
夢
は
9
と
の
問
い

に
は
「
今
は
、
受
験
勉

強
に
精
一
杯
う
ち
こ
み

志
望
校
に
入
学
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
高
校

に
入
っ
て
か
ら
陸
上
を

続
け
る
か
ど
う
か
考
え

ま
す
。
」
と
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
ら
し
く
さ
わ
や
か
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
泳
部
の
井

上
優
子
さ
ん
（
1
年
）

は
、
県
大
会
の
平
泳
ぎ

で
準
優
勝
し
、
1
0
0

m
・
2
0
0
m
と
も
全

国
大
会
出
場
標
準
記
録

を
上
回
り
新
潟
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
こ
の
大
会
で

は
、
あ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
岩
崎
恭
子
さ

ん
と
同
じ
種
目
で
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
大
会
で
は
決
勝
に
残

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。
」
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
水
泳
は
ず
っ

と
続
け
て
い
く
と
い
う

園
園
回
国

▼
広
報
を
作
り
始
め
て
早
3
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
「
字
が
間
違
っ
て
ま
し
た

よ
。
」
と
か
「
こ
ん
な
記
事
を
載
せ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
い
っ
た
お
叱
り
の
言

葉
や
助
言
を
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
ん
な
言
葉
を
胸
に
受
け

止
め
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
新
田
や

雑
誌
も
昔
と
違
っ
た
観
点
か
ら
読
む
よ

う
に
な
り
「
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
い
い

な
」
と
か
「
こ
う
い
っ
た
表
現
は
、
分

か
り
や
す
い
」
な
ど
私
な
り
に
考
え
、

広
報
作
り
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
の

パ
イ
プ
役
を
き
っ
ち
り
と
果
た
し
て
い

き
ま
す
の
で
取
材
先
な
ど
で
見
か
け
た

ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
声
が

た
と
え
お
叱
り
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
、

私
に
と
っ
て
は
、
夏
の
疲
れ
を
吹
き
飛

ば
す
一
番
の
薬
に
な
る
の
で
す
か
ら
。（英）

こ
と
で
「
今
は
、
泳
ぐ
の
か
す
ご
く
楽

し
い
ん
で
す
。
」
と
井
上
さ
ん
。
「
将

来
の
目
標
は
ズ
パ
リ
4
年
後
の
ア
ト
ラ

ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
で
す
。
」
と

き
っ
ぱ
り
い
い
き
る
彼
女
の
目
に
は
、

1
0
年
間
も
泳
ぎ
続
け
、
現
在
は
、
朝
と

夜
約
2
時
間
ず
つ
の
練
習
を
こ
な
し
て

い
る
自
信
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

油
田
君
、
井
上
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
は
逼
っ
て
も
、
今
ま
で
が
ん
ば
っ
て

き
た
そ
の
フ
ァ
イ
ト
と
勇
気
を
胸
に
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
悔
い
の
な
い
よ
う
に

進
ん
で
く
だ
さ
い
。


